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平成３０年度図書館事業評価結果について 

 

 河内長野市立図書館（図書館）では、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平

成２４年１２月１９日文部科学省告示）に基づき、図書館サービスその他図書館運営の

維持・向上を図るため平成２６年度から図書館事業評価を行っています。平成３０年度

の図書館事業評価結果について、取りまとめましたので公表します。 

 

 図書館は、平成２６年２月１５日付け河内長野市図書館協議会（図書館協議会）の答

申を受け「河内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針」（基本的

運営方針）を平成２６年３月３１日付けで定めました。平成２６年度から基本的運営方

針に基づき図書館サービスその他図書館の運営に関する指標を選定、指標に係る目標を

設定するとともに、年度毎に事業計画を策定し、目標及び事業計画の達成状況等に関し

自己点検及び評価を実施、その結果を「河内長野市立図書館事業評価」として公表しま

す。 

 

１．点検及び評価の目的 

・基本的運営方針に基づいた運営がなされていることを確保し、事業水準の維 

 持・向上を図ります。 

・点検及び評価は各年度の事業計画に対し実施します。 

・点検及び評価実施結果は速やかに公表します。 

 

２．評価の方法等 

 基本的運営方針に基づき策定した事業計画の達成状況を指標並びに指標に係る目標

等により３段階の評価基準で点検・評価を実施します。また、図書館協議会に達成状況

等評価（総評）を得ます。 

 実績は１月末現在の数値に３月末までの推計を含めて算出します。 

・評価基準 （端数切捨て） 

 Ａ…達成した（９０％以上） Ｂ…ほぼ達成した（８９％～６１％） 

 Ｃ…達成できなかった（６０％以下） 
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河内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針 

 

 図書館法の精神に基づき、誰もが気軽に安心して利用できる市民生活に役立つ

図書館をめざして、市民の皆さんとともに積極的な図書館運営を進めるため、河

内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針をつぎのとおり

定めます。 

・図書館機能の充実を目的に児童サービスやレファレンスサービスを始 

 めとする各種サービスの向上を図ります。 

・「読書のまち河内長野」実現を目的に図書館や公民館図書室の資料を整 

 備充実し、その利用を促進します。 

・郷土歴史資料や行政資料の収集保存を進め、その普及啓発と活用を図 

 ります。 

・読書活動を推進し、子どもたちや市民の読書習慣の定着化を図ります。 

・図書館を利用することで市民自らの課題が解決できるよう、図書館資 

 料の活用を促進します。 

・市民の協力を得てより良い図書館サービスを提供するため、ボランティ  

 ア活動の機会、場所の提供やボランティア講座の実施に努めます。 

・図書館司書及びその他の職員の資質・能力の向上を図るため、継続的・ 

 計画的な研修の実施等に努めます。 

・安全で安心な図書館の読書環境を維持します。 

 

                  平成２６年３月３１日 

                  河内長野市立図書館 
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平成３１年３月３１日 

河内長野市立図書館 

 

平成３０年度河内長野市立図書館事業評価結果 

１．実績、自己評価、自己評価説明（点検）     

① 市民の資料要求に応え、さらにその要求を広め高めて行くため、良質な資料を収

集・提供します。 

  指標…図書館利用者数、一人当たり貸出冊数、大活字本、録音図書 

  目標…図書館利用者数    ６２１千人 

一人当たり貸出冊数 １０．０冊 

大活字本  前年２，４５７冊を２０冊更新 

録音図書  前年１，１４３タイトルを５０タイトル更新 

  実績…図書館利用者数    ５９４，１７３人 

一人当たり貸出冊数  ９．５冊 

大活字本  前年２，４５７冊を１０３冊更新 

録音図書  前年１，１４３タイトルを５６タイトル更新 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  図書館利用者数は目標を９５％達成していることから自己評価をＡとしました。 

  公民館や自動車文庫のサービスポイントの利用は昨年並みの数字でしたが、図書館

は蔵書点検に加えてシステム更新・２階フロアの照明ＬＥＤ工事の実施により１０月

１日～１５日まで閉館、１６日～１１月１２日まで２階フロアの閉鎖を行った影響で

利用者の減少となりました。 

 （２階フロアの照度が上がり、より良い読書環境を実現しました。） 

  一人当たり貸出冊数は、目標を９５％達成していることから自己評価をＡとしまし

た。わずかに減少傾向ではありますが、同規模人口（１０万人以上１２万人未満）の

自治体の中では高い貸出冊数（全国１位）を維持しています。（参考：全国における

人口１人あたりの貸出冊数 ５．２６冊）今後も社会状況や利用者ニーズに沿った展

示を行ったり、講座と連携した出前貸出を行うなど、図書館資料が活用されることに

より貸出冊数の増加につながるよう取り組んでいきます。 

  大活字本は、目標を５１５％達成していることから自己評価をＡとしました。 

  これらの新たな資料が活用されるようＰＲや、高齢者施設などへの団体貸出しをす

すめていきます。平成２７年度から毎年希望される団体を募集してパック貸出（Ｈ２

７年度２団体、Ｈ２８年度２団体、Ｈ２９年度３団体、Ｈ３０年度４団体）を実施し、

年６回入替を行っています。 

  録音図書は、目標を１１２％達成していることから自己評価をＡとしました。 

 これらの新たな資料が活用されるようＰＲや、高齢者施設などへの団体貸出しをすす

めていきます。 
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② 地域文庫、幼稚園・保育所及び放課後児童会等への団体貸出の利用を促進するため、

資料集配送を継続実施します。 

  指標…配送件数、配送冊数 

  目標…配送件数   １７０件 

     配送冊数 ８，０００冊 

  実績…配送件数   ２７５件 

     配送冊数１２，５７２冊 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  配送件数については１６１％、配送冊数については１５７％目標を達成しているこ

とから自己評価をＡとしました。 

昨年と同様、放課後児童会への配送件数が一番多くなっていますが、児童会ととも

に小学校でも継続して利用されています。今後も学校支援用図書も含めた資料の整備

に努め、学校図書館司書とも連携しながら子どもたちへの読書機会の提供に努めます。 

  

③ 市民の身近な施設としてのサービス機能の充実を図るため、自動貸出機を導入する

など利便性の向上に努めます。 

  指標…自動貸出機による貸出冊数割合、図書館年度間開館日数、 

図書館年度間開館時間数（年度合計） 

  目標…自動貸出機による貸出冊数割合 ２５％ 

     図書館年度間開館日数     ２９６日 

     図書館年度間開館時間数    ３，１０８時間 

  実績…自動貸出機による貸出冊数割合 ２３％ 

     図書館年度間開館日数     ２９６日 

     図書館年度間開館時間数    ３，１０４．５時間 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  各指標とも目標を９２％以上達成していることから自己評価をＡとしました。 

  自動貸出機の利用状況は、１月末現在、利用人数３６，０９６人、貸出冊数１５７，

５３７冊で、図書館での貸出冊数のうち２１％でした。１０月１日から１１月１２日

まで照明のＬＥＤ化工事のため２階フロアを閉鎖したことによって、自動貸出機２台

のうち２階に設置している１台を稼働できなかった影響で減少しています。 

  蔵書点検、図書館システムの更新、ＬＥＤ工事を計画期間内で実施しました。 

  ９月３０日は台風２４号の影響でキックスに避難所が開設されたため１６時３０ 

分で臨時休館しました。そのため開館時間が３．５時間減となっています。 

           

④ インターネット端末席の設置やメールマガジンの発信、レファレンスデータベース

の公開などＩＴを活用した図書館サービス機能の充実をすすめます。 

  指標…レファレンスデータベースの公開件数、インターネット・オンラインデータ
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ベース端末席利用者数、ＷＩ-ＦＩ利用登録者数 

          国立国会図書館が提供する歴史的音源や電子書籍の利用回数（年） 

  目標…レファレンスデータベースの公開件数 前年度末７０件を１２件増 

     インターネット・オンラインデータベース端末席利用者数 ５００人 

ＷＩ-ＦＩ利用登録者数 累計８６０人 

国立国会図書館が提供する歴史的音源や電子書籍の利用回数（年） １０回 

  実績…レファレンスデータベースの公開 前年度末７０件を１２件増 

     インターネット・オンラインデータベース端末席利用者数 ２，９５５人 

ＷＩ-ＦＩ利用登録者数 累計９５５人 

国立国会図書館が提供する歴史的音源や電子書籍の利用回数（年） １３回 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  レファレンスデータベースの公開は、目標を１００％達成していることから自己評

価をＡとしました。今後もレファレンスデータベースの公開事例を積み上げることに

よって、利用者の利便性の向上に努めます。 

  インターネット・オンラインデータベース端末席利用者数は、目標を５９１％達成

していることから自己評価をＡとしました。平成３０年４月から、キックスのエント

ランスに設置されていたインターネット端末２台を図書館内に移設しました。データ

ベース端末と併せて３台となり、インターネット利用が飛躍的に増えました。 

  ＷＩ-ＦＩ利用登録者数は、目標を１１１％達成していることから自己評価をＡと

しました。平成２８年６月から設置しており、今後も利用の促進に努めます。 

国立国会図書館が提供する歴史的音源や電子書籍の利用回数については、目標を１

３０％達成していることから自己評価をＡとしました。平成２９年６月から歴史的音

源を、平成３０年２月からデジタル化資料送信サービスの提供を始め、図書館だより

やメールマガジン等を通じてＰＲし普及啓発を図っています。 

 

⑤ 市内全域への図書館サービス提供のため、図書館、公民館や自動車文庫等の全体の

蔵書構成を考えた資料収集を行います。  

  指標…図書館と公民館との相互貸借冊数 

     公民館図書室、自動車文庫の蔵書整備 

     リサイクル本をコミュニティセンター等へ配備 

  目標…図書館と公民館との相互貸借冊数４５，０００冊 

公民館図書室の蔵書整備 前年６１，９８２冊を１，１００冊更新 

自動車文庫の蔵書整備  前年１８，７９６冊を  ５００冊更新 

     リサイクル本をコミュニティセンター等へ配備（５箇所から１箇所増） 

  実績…図書館と公民館との相互貸借冊数４５，０００冊 

公民館図書室の蔵書整備 前年６１，９８２冊を１，１５０冊更新 

自動車文庫の蔵書整備  前年１８，７９６冊を  ４５０冊更新 

     リサイクル本をコミュニティセンター等へ配備（５箇所から１箇所増） 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 
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 【自己評価説明（点検）】 

  図書館と公民館との相互貸借冊数は、目標を１００％達成していることから自己評

価をＡとしました。図書館の資料を予約して最寄りの公民館図書室に取り寄せて借り

るなど、図書館ネットワークの利便性が市民へ浸透しています。 

公民館図書室の蔵書整備は、目標を１０４％達成していることから自己評価をＡと

しました。今後とも魅力ある公民館図書室の蔵書を整備し、図書館ネットワークの利

便性を高めていきます。 

  自動車文庫の蔵書整備は、目標を９０％達成していることから自己評価をＡとしま

した。今後とも魅力ある自動車文庫の蔵書を整備し、図書館ネットワークの利便性を

高めていきます。 

  リサイクル本をコミュニティセンター等へ配備については、目標を１００％達成し

ていることから自己評価をＡとしました。現在、小山田・日野・清見台の３つのコミ

ュニティセンターと公園緑化協会、寺元記念病院の５カ所にリサイクル本コーナーを

設置しています。今年度末までに、るーぷらざへの設置を進めていきます。地域での

読書の振興や交流支援のため、身近な図書コーナーを継続設置し、年１回設置資料の

更新を行っていきます。 

 

⑥ 郷土歴史資料の普及啓発と活用を図るため、関連講座及び資料の展示を行うととも

に保存修復を行います。 

  指標…開催講座数、講座関連資料の展示、保存修復、講座での出前貸出          

  目標…開催講座数      ４講座 

     （古文書初歩１（３コマ）、古文書入門１（３コマ）、歴史２） 

講座関連資料の展示  ４回 

保存修復       ２点 

     講座での出前貸出   ９回 

  実績…開催講座数      ４講座 

     （古文書初歩１（３コマ）、古文書入門１（３コマ）、歴史２） 

講座関連資料の展示  ４回 

保存修復       ２点 

     講座での出前貸出  １７回 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  講座数、展示回数ともに目標を１００％達成していることから自己評価をＡとしま

した。郷土歴史資料の普及啓発と活用を図るため古文書講座（初歩の初歩３コマ・入

門編３コマ）各１講座、図書館歴史講座２講座（計２コマ）を開催。各講座の満足度

は８０％以上でした。 

  関係資料として「証文(市村新田 3 年年貢免除等につき)」「覚(入会山松茸売り代割

合銀受取につき)」「郷学校仕法并御届書」「長野遊園地設立趣意書」などを展示しま

した。 

  保存修復は、目標を１００％達成していることから自己評価をＡとしました。  
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  修復後の資料は、図書館内に展示し、郷土歴史資料の普及啓発と活用を図っていき 

ます。 

  講座での出前貸出は、目標を１８８％達成していることから自己評価をＡとしまし 

た。図書館資料の活用として、他課主催の講座会場での出前貸出（２４冊）を実施し 

ました。 

 

⑦ 生涯学習機会の拡大のため、他の公立図書館等との連携を一層図り、広域相互利用

を実施し、もって交流市民の拡大を図ります。 

  指標…広域登録者数 

  目標…広域登録者数   前年６，４３５人を７，０００人 

  実績…広域登録者数   前年６，４３５人を７，０００人 

 ◎自己評価 Ａ 

 【自己評価説明（点検）】 

  広域登録者数は、目標を１００％達成していることから自己評価をＡとしました。

市民の生涯学習機会を拡大するため今後とも広域相互利用を実施します。（１４自治

体：大阪市、東大阪市、八尾市、松原市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林市、

大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村、橋本市、五條市） 

また、広域相互利用を締結している富田林市、大阪狭山市の市立図書館とともに「三

市図書館連携講座」を開催し、南河内の地理や文学を広く知る学習機会を提供しまし

た。 

 

⑧ 「河内長野市第３次子ども読書活動推進計画」（平成２８年度～平成３２年度）に

基づき関係機関との連携を図りながら子どもの読書活動を推進します。 

  指標…１８歳以下登録者率、ブックリストの作成・配布 

     小学生向けパスファインダー（情報の調べ方ガイド）作成 

     中・高校生向けパスファインダー作成 

  目標…１８歳以下登録者率 ４０％ 

     ブックリストを毎月発行、市内小・中・高等学校や８公民館へ配布 

     小学生向けパスファインダー   ３テーマ改定（平成２７年度作成分） 

     中・高校生向けパスファインダー １テーマ作成 

  実績…１８歳以下登録者率 ４６％ 

     ブックリストを毎月発行、市内小・中・高等学校や８公民館へ配布 

     小学生向けパスファインダー   ３テーマ改定（平成２７年度作成分） 

     中・高校生向けパスファインダー １テーマ作成 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  １８歳以下登録者率は、目標を１１５％達成していることから自己評価をＡとしま

した。４か月児健診での「ようこそえほんといっしょ」の事業で出前登録・貸出（登

録者数７２人、貸出冊数１３３冊（１月末現在））を行いました。平成２９年度から

中学１年生の図書室オリエンテーションでの利用者カード登録を１学期中に実施し、
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今年度は９５人の登録がありました（再発行も含む）。小学３年生の施設見学や小・

中学校でのえほんのひろばの際に、児童に図書館の利用や登録のＰＲを織り交ぜてガ

イダンスを行いました。学校向け「えほんのひろば」巡回の継続実施や学校図書館が

実施する「読書ノート」への参画など学校との連携、また乳幼児健診でのＰＲ等、関

係各課との連携に努め、１８歳以下の登録者数の維持・向上に取り組みました。 

ブックリストを毎月発行、市内小・中・高等学校や８公民館へ配布は、目標を１０

０％達成していることから自己評価をＡとしました。今後も引き続き、子どもの読書

活動を推進するため学校ほか関係機関と連携してブックリストを作成・配布し利用者

教育に活用していきます。 

小学生向けパスファインダー、中・高校生向けパスファインダーは、目標を１００％

達成していることから自己評価をＡとしました。今後も引き続き、対象に応じたパス

ファインダー（情報の調べ方ガイド）の作成とともに、作成から年数の経過したもの

の内容を更新し、最新の情報を提供するように努めます。 

  

⑨ 子どもたちや市民の読書活動の推進を図るため、地域、学校やボランティア等と連

携し、おはなし会などを実施します。 

  指標…おはなし会等開催回数、おはなし会等参加者数 

目標…おはなし会、おはなしウォッチング、クリスマス会、夏休みおはなし会      

合計開催回数８７回 合計参加者数 ６９０名 

実績…おはなし会、おはなしウォッチング、クリスマス会、夏休みおはなし会      

合計開催回数８７回 合計参加者数 ６１７名 

 ◎自己評価 おはなし会等開催回数Ａ、おはなし会等参加者数Ｂ 

 【自己評価説明（点検）】 

   おはなし会、おはなしウォッチング、クリスマス会、夏休みおはなし会について

開催回数は目標を１００％達成していることから自己評価をＡ、参加者数は８９％

達成していることから自己評価をＢとしました。 

ようこそえほんといっしょ事業でのＰＲ、ミニコミ誌や関係機関（あいっく）との

連携を通じて参加人数の向上に取り組みました。 

   定例おはなし会の参加者数 水曜：３８回２００人(１４時３０分～１９回１０

４人、１５時３０分～１９回６０人）、土曜：２９回１６８人(第１土曜９回４８人、

第３土曜１０回４７人、第４土曜１０回７３人） ※平成３１年１月末実績 

   定例おはなし会の参加者数は、昨年並みを維持しましたが、おはなしウォッチン

グ、クリスマス会、夏休みおはなし会のイベント参加人数が減少しています。   

指標以外の取組として、地域教育推進課との共催で夏休み子ども教室のおはなし

のじかん（開催２回、参加者数３７人）や、国際交流協会と共催で英語の絵本の読

み聞かせ（開催１回、参加者数５１人）を実施しました。 

  

⑩ 子どもたちに絵本に親しむ機会を提供するため、学校や放課後児童会などで「えほ

んのひろば」の巡回展を実施します。 

  指標…参加者数、うち異年齢交流参加者数 
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  目標…参加者数        ４，０００人 

うち異年齢交流参加者数 １，０００人 

  実績…参加者数        ５，２９４人 

うち異年齢交流参加者数 １，８００人 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  「えほんのひろば」について、目標を達成（参加者数１３２％、異年齢交流参加者 

数１８０％）していることから自己評価をＡとしました。 

 市内の小学校１３校、中学校２校で実施しました。 

 このほかにも、夏休み子ども教室２０１８：２２８人（１回）、美加の台学園祭：

４５０人（１回）、花の文化園２７８人（２回）、あいっく（３月２３日２４日実施）

の異年齢交流で、えほんのひろばを出展しました。 

 今後とも運営方法やプログラム内容について検討を加えながら、学校関係者の協力

を得るなど、より充実して継続できるよう努めます。 

 

⑪ 図書館資料の利用を促進するため、生活に役立つ図書館講座や児童を対象とした利

用者教育講座（資料の探し方等）を開催します。 

  指標…開催講座数、参加者数           

  目標…開催講座数       ８講座 

     参加者数       １３０人 

  実績…開催講座数       ９講座 

     参加者数       ２２５人 

 ◎自己評価 各指標ともＡ 

 【自己評価説明（点検）】 

  開催講座数は、目標を１１２％達成していることから自己評価をＡ、講座参加者数

は、目標を１７３％達成していることから自己評価をＡとしました。 

・図書館マスター２講座（小学生３年生～６年生対象） 

・図書館探検ブック配布イベント１日（小学生対象） 

※図書館探検ブックは当日配付３２冊、夏休み期間中配付合計３００冊 

・生活に役立つ図書館講座（財産管理、教育費、英語多読、創業計画、金剛山） 

５講座 

・三市図書館連携事業（楠公史跡をめぐる明治の文人画家 富岡鉄斎）１講座 

  今後も図書館資料の利用促進のため、地域や近隣市の図書館と連携を取りながら

様々なアプローチの講座を開催します。 

 

⑫ ボランティア活動の充実を支援するため、読み聞かせボランティア講座やスキルア

ップ講座を実施します。 

  指標…開催講座数 

  目標…開催講座数       ３講座（９日） 

  実績…開催講座数       ３講座（９日） 



10 
 

 ◎自己評価 Ａ 

 【自己評価説明（点検）】 

  開催講座数は、目標を１００％達成していることから自己評価をＡとしました。 

① 「すぐに役立つ読み聞かせボランティア講座（５回）」 

② 「読み聞かせボランティア フォローアップ講座（１回）」 

③ ボランティアスキルアップ講座「絵本を読み込み評価するために（３回）」 

以上３講座（９回）を開催。 

始めて間もない初心者の方向けの入門講座から、継続して活動しておられる方向け

のスキルアップ講座まで、網羅的に研修の機会を提供しました。図書館と協働して地

域や学校での読書推進を担う人材を育成するため、引き続きボランティア活動の充実

を支援します。 

 

⑬ 市民の理解と協力を得て図書館の良好な読書環境の維持、利用マナーの向上を図り

ます。 

  指標…マナー向上キャンペーンの実施回数 

目標…マナー向上キャンペーンの実施回数２回 

実績…マナー向上キャンペーンの実施回数２回 

 ◎自己評価 Ａ 

 【自己評価説明（点検）】 

   マナー向上キャンペーンの実施回数は、目標を１００％達成していることから自

己評価をＡとしました。資料の水漏れ防止キャンペーン(貸出時に声かけやチラシ

配付）を実施しました。 

 

⑭ 図書館司書及びその他の職員の資質・能力の向上を図るため、継続的・計画的な研

修の実施等に努めます。 

 ・文部科学省主催 地区別研修（近畿） 

 ・近畿公共図書館協議会主催研修 

 ・大阪公共図書館協会主催研修（司書セミナー） 

  指標…研修（館外）数、研修参加者数、利用者の職員対応満足度 

  目標…研修（館外）数      ９講座 

     研修参加者数      １８名（延べ） 

     利用者の職員対応満足度  ５段階で平均４以上（図書館アンケート） 

  実績…研修（館外）数     １４講座 

     研修参加者数      １４名（延べ） 

     利用者の職員対応満足度  ５段階で平均４．４（図書館アンケート） 

 ◎自己評価 研修（館外）数Ａ、研修参加者数Ｂ、利用者の職員対応満足度Ａ 

 【自己評価説明（点検）】 

   目標に対し、研修数は１５５％達成・自己評価をＡ、参加者数は７７％達成・自

己評価をＢ、利用者の職員対応満足度は１１０％達成・自己評価をＡとしました。  

  ・文部科学省主催 地区別研修（近畿） ４講座 ４人受講 
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・近畿公共図書館協議会主催研修    １講座 １人受講 

・大阪公共図書館協会主催研修  司書セミナー ９講座９人受講 

指標に挙げている研修では、業務の都合などで１講座に対して複数の派遣はできな

かったため、参加者数の目標を達成することができませんでした。しかし、大阪公共

図書館協会では司書セミナー以外にも各専門分野に合わせた研修を開催しており、今

年度は下記の研修に職員を派遣しています。 

・ＯＬＡ研修会 ２講座５人受講 

・障害者サービス実務研修 ３講座３人 

・参考業務実務研修 ２講座２人 

・児童サービス実務研修 １講座１人 

図書館アンケートによる利用者の職員対応満足度は、５段階で平均４.４であり、

さらに職員の接遇の向上に努めます。 

 

⑮ 危機管理マニュアルの整備、職員に対して防火訓練をはじめＡＥＤ講習や防犯講習

等を実施します。 

  指標…防火訓練等実施回数    

  目標…防火訓練等実施回数    ５回 

実績…防火訓練等実施回数    ６回 

 ◎自己評価 Ａ 

 【自己評価説明（点検）】 

  防火訓練等実施回数について、目標を１２０％達成していることから自己評価をＡ

としました。複合施設にあることを踏まえ関係機関との連携を図り利用者の安全安心

に努めます。 

実施内容 （実施日） 

・救命講習 １０/１０ 

・大阪８８０万人訓練 予行演習 ８/６ 

・大阪８８０万人訓練職員訓練 ９/５（中止） 

※台風２１号により府内各地域に被害が発生し、訓練を実施することがふさわ

しくないと判断されるため中止となりました。（大阪府庁より） 

・不当要求への対応研修  １２/３  ２/１１ 

・自衛消防訓練  ７/１６  ２/１１ 
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２．図書館協議会による達成状況等評価（総評）     

 図書館事業に係る図書館の自己評価並びに自己評価説明（点検）を踏まえ実施した達

成状況等評価（総評）は以下のとおりです。 

  

                                            

平成３１年３月３１日  河内長野市図書館協議会  会長 佐藤 敏江 

 

記 

 

１．事業計画に基づき設定した目標を概ね達成している。今後とも事業の適正化、図書

館サービスの向上に努められたい。 

２．自己評価において「Ｂ」となったものについては原因を分析し、来年度において評

価が「Ａ」となるように努めるとともに、目標設定が実現及び持続可能なものであ

るかを検討し、次年度の目標設定をされたい。また、達成度１００％を超えている

ものについて、よりサービスの向上となるよう目標設定を再考されたい。 

３．設定されている指標及び目標が事業の成果を的確に評価できているものであるか、

状況の変化に対応できているかを含めて検討していただきたい。 

４．総評並びに下記に示す各委員からの意見を参考に図書館事業の充実に努められたい。 

 

【図書館協議会委員の意見】 

 図書館事業に係る図書館協議会委員の意見は次のとおりです。（図書館協議会会議で

の事業に係る意見の要旨を掲載）                            

 

１ ・・・⑭研修参加者数について B 評価となっており、一つの研修に対して複数で出

席させることが出来なかったということですが、出席させたくてもタイミ

ングを逃したら行けない。民間の研修などにも参加しているけれども指標

に挙げている研修に対しては、これだけしか行けていないということにな

る訳ですね。計画を立てる時には、そういう明らかに実施されるものを出

しておかないといけない。こういう評価というものは難しいですね。今回

も挙げているからこれに対してはどうだったということが出る。 

 

２ ・・・⑪講座について、会場の定員や先着順での申込みなどいろいろあると思いま

すが、募集が１か月前だったりすると参加できるか予定がわからない方も

いると思いますので、当日参加などの配慮があればもっと参加者が増える

かなと思われます。 

 

３ ・・・⑪イベントをやる場合に、当日空席があれば受け入れしますという工夫をし

ていただけるとうれしいなと思います。入れるかどうか分からないけれど

空席待ちしますという熱心な人は順番にいれてあげるとか、そういう風な



13 
 

ことができればいいかなと思います。 

（全体）指標は数字で出さないといけないので、質が出てこないのは致命的

なところ、そこがうまく説明できるようになればよいといつも思っており

ます。表に出るのはＢであっても、最終的に分析のところで原因が分かっ

ていて、実際こういうこともやっていると、幅が広がっているというのが

あればそれは立派なＢというか、数字だけクリアしたというよりもずっと

意味があるのではないかなと、そう思います。 

 

４ ・・・（全体）指標についてなんですが、指標が一方向ではなくて多様な指標があ

った方が良いというのは協議会で何度も話題になったところなんですけれ

ども、講座の話を聞いていて、例えば定員に対して多くの申し込みがあると

いうことは、それだけ魅力のある講座を企画できたということで、それは評

価に値することではないかと思います。逆に講座を企画しても殆ど人が集ま

りませんということになれば、それは企画力という意味では劣っていたのか

なとか、講座が魅力的かどうかというのが定員を充足したかどうかとも一辺

倒には言えないのだけれども、でもそういう指標も考えられるのではないか

という風に感じました。 

去年、数字だけでは表れないところをコメントで出してくださいというこ

とを協議会で申し上げて、Ｂ評価だけれどもこういうこともやっているので

実際はＡ評価に値するのではないかというのを説明いただけたのはとても

良かったと思います。 

 

５ ・・・（全体）目標を定めて、例えば５００何％とか大幅な達成率のところもあり

ますし、そもそも目標が想定外、いや結果が想定外だったのか、もう少し目

標を高く位置づけておいて結果を見る形にした方が良かったのか。事務局の

分析の部分や、来年更にこの部分を増やしていきたいとか、これに力を入れ

ていきたいとか、そういう思いが分かったらいいかと思います。 


